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原 著

伝統楽器能管によるワークショップの方法論

山本 宏子 (岡山大学教育学部)･根岸 啓子 (能管演奏家)

本論文は､伝統和楽器の演奏家をゲストティーチヤーとして学校に招いたときに､実技指導を有効に展開するためには､

｢何を音楽教師が事前におこなうべきか｣を明らかにすることを目的としているO能楽演奏家根岸啓子 (注1)の協力のも

と､岡山大学 ･アメリカウィスコンシン大学 ･イリノイ大学などで能管のワークショップをおこなった｡本研究は､それ

に基づいて山本宏子と根岸啓子とで共同執筆 (山本Ⅰ～Ⅴ･Ⅸ､根岸Ⅵ～Ⅷ)したものであり､伝統和楽器の教授方法につい

て検討し､学校教育の現場でのカリキュラム構築に対して提言をなすものである｡

キーワード:能管､ワークショップ､口唱歌､能管教本､舞事基本構造

I.研究目的

平成10年度の学習指導要領で､中学校の寄軸受業で3年

間を通じて1種類以上の和楽器を体験することになったの

が､問題が多く見受けられる｡1つには､現場の教師が和

楽辞の学習体験がないこと､また､外部から演奏家を招い

て実技指導してもらうにしても知識が不足のためにカリキ

ュラムが作れなくて演奏家に ｢丸投げ｣してしまうこと､

さらに､誰にゲストティーチヤーを依頼すべきか的確に判

断できないこと､などが挙げられる｡

中国の福建師範大学では､民榊 の実習に充分な教員

と時間を割いている｡茸琶 ･笛子 ･揚琴 ･二胡 ･古事

などの伝統的民族楽器を､それぞれ専門の教員が担

当している｡実技の授業は週1回､1年生･2年生は2人

で1コマつまり45分､3年生･4年生は1人で1コマのレ

ッスンを受けるQこれだけ時間にゆとりのあるレッスンを

おこなえるのは､複数の民族楽器の教員が揃っているから

であるQ

翻って､岡山大学を眺めてみると､和楽給実技の常勤教

員のポストがないばかりでなく､ジャンルの違いや和楽辞

の種類に合わせて最小M な複数の実技の非常勤講師の

ポストも確保できないというのが現状である｡隔年に半期

という僅かな実技軽業だけでは､手傾き器の指導のできる教

員を育成することなど不可能である｡次善の策として､外

部からゲストティーチヤーを招くことになる｡では､現場

の音楽教師が､どのようなカリキュラムを作れば､有意義

な実技学習時間にすることが可能であろうれ

Ⅱ.口唱歌を使ったワークショップ

岡山大学教育学部音楽吉教室では､実験的な試みとして､

幾人かの伝統芸能の演者･演奏家をゲストティーチヤーと

して招いてワークショップをおこなってきた｡歌舞勝 子

の小鼓､能楽の仕舞い､能楽の能管 (単に笛と呼ぶこともあ

る)などの伝承者である｡

岡山市在住の歌舞伎難子方望月太津友氏には､2005年と

2006年にワークショップをしてもらった｡2005年は ｢日本

音楽概論｣の受講生を対象としていた.このときは､私は

敢えて事前に学生たちに何の知識も与えなかった｡つまり､

予習なしのぶっつけ本番の ｢丸投げ｣をおこなったのであ

る｡経験の豊かな望月氏のワークショップは､非常に良く

プログラミングされてい7㌔ 学生たちは､調緒 (しらべお)

を締めたり緩めたりすることで､音高を変える楽器の構造

などは､興味深く理解できたようである｡しかし､鼓の音

はそう簡単には出ない｡打ち方は形だけ真似るに留まった｡

さらに､伝統的な楽階を初めてみた学生たちは､それを追

うのに精一杯で､小鼓の伝統的なリズムパターンを掌浄す

るにはいたらなかった)この結果を踏まえて､大学院の｢音

楽学特論｣の受講生とともに､望月氏にリズムパターンご

とに口唱歌 (くちしょうが)と実際の小鼓と交互に演奏して

もらった事前学習用のDVD教材を作成した｡2006年には､

そのDVDを使用して､｢日本音楽概論｣の受講生に対して､

私が2回事前授業をおこない､その後3回目に望月氏にワ

ークショップをしてもらった｡2005年度と首線 ､､短時間

で学生たちは音が悪いにしてもリズムパターンを打つこと

ができるようになった｡また､DVDを作成した大学院生た

ちは､その課程で口唱歌が身につき､事前授業無しでも､

リズムパターンを打てるようになっていた さらに､簡単

ではあるが ｢さくらさくら｣などにリズムパターンをつけ

る ｢作調｣もおこなえるようになった｡このように､口唱

歌による学習の効果が､かなり大きいことを証明すること

ができた｡
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打楽器だけではなく旋律楽器でも､学校教育の場で口唱

歌が有効に活用できるかどうか､2005年から能管演奏家の

根岸啓子の協力のもとに検証を始めた｡

岡山大学の短期留学生を対象とした ｢The Intangible

HeritageinJapan- FocusonTraditionalPerform ce

(日本の無形文化遺産十伝統芸能に焦点をあてて)｣授業で､2006

年に根岸啓子に能管についてのワークショップをしてもら

ったっやはり敢えて何も事前学習なしの ｢丸投げ｣の状態

であった｡アメリカや中国からの留学生たちは､非常に興

味を示し熱心に参加していたが､もともと音楽の訓練を受

けていない｢般学生だったために､旋律を覚えるところま

では至らなかった｡アメリカ人の学生のなかには､非常に

貧しい地域に育ったために､義務教育で音楽の授業がなか

ったという学生もいた｡彼ら､西洋の五線譜とは全く異な

る楽譜を前に､暗号を見せられたかのようであった｡

時間をかけて入門から教えるのではなくて､たった1回

のワークショップで教えられることは､本当に限られてい

る｡しかも､伝統的には師匠と弟子の間で1対1で伝承し

てきた音楽を､1対集団で教えるには､新たな方法を考え

ねばならないだろう｡そこで､日本の伝統音楽の紹介と､

ワークショップの方法論についての実験的なデータの収集

を兼ねて､アメリカでワークショップと演奏会をすること

を企画した｡

日本の中学生にとっては､日本の伝統文化は異文化とい

ってもよいぐらいである｡アメリカの大学生ももちろんの

こと､日本の中学生と同じぐらい日本の伝統芸能と接する

機会がない｡それにも関わらず､わざわざアメリカで実験

的ワークショップをするのは､アメリカ人の大学生は日本

の中学生よりも､意見を発信する能力が高いので､｢何がわ

からない机 ｢何が疑問に思うか｣｢何が知りたいか｣｢何に

興味をもったか｣などの意見を聞くことができるからであ

る｡我々研究者や演奏家が思いもよらなかった点を指摘し

てもらえる可能性が､日本の中学生より大きいと考えた｡

また､プログラムノートを英訳することによって､専門用

語ではなく｢股用語で解説するための問題点を探り出すこ

とができると考えた｡

Ⅱ.アメリカでのワークショップの意義
2006年 11月26日から12月6日まで､独立行政法人

国際交流基金平成18年度 ｢日本紹介のための文化人派遣｣

プログラムの助成を受けて､アメリカで日本伝統音楽紹介

セミナー ｢SemharofTraditionalJapanesePerforming

Arts｣として､｢MUSICASAKURA20(泌｣という演奏会

とワークショップをおこなった｡

無形文化に対する興味は､初めての体験の良し悪Lによ

って､その後持続するかどうかが決まると考える｡当たり

前のことであるが､芸術生の高い､そして技量のある演奏

家の生演奏に接することが､初体験としては望ましVloそ

こで､能雑 子の能管演奏家であり､本論の共同執筆者で

ある根岸啓子と､声隙き雅子の′｣､鼓演奏家である藤舎花帆氏

(注2)に､アメリカ-の同行を依頼した｡

演奏鑑賞体験をより深めるために､演奏会だけではなく

楽器解説と楽器体験という3つの要素を組みあわせること

が､効果的であると考える｡その趣旨について､プログラ

ムでは､以下のように説明している｡

｢アメリカの皆様に､日本音楽の美により共感していた

だくために､演奏会だけではなく､実際に楽器に触れるワ

ークショップを組み合わせました｡ ワークショップでは､

楽器についての簡単な解説もおこないます)このような方

法なら､日本文化についてより一層解 していただけるの

ではないでしょうか｡｣(yAMAMOTO･MjUSUBARAed.

2006:1)

能楽にしても歌舞伎にても､今回の演奏会ように音楽だ

けを取り出すのではなく､演劇総体として紹介し､鑑賞し

てもらうのが良いのは周知のことであるが､そのためには

莫大な経費とスタッフを必要とする｡それに比べ､今回の

2人だけの演奏家による演奏会は､経費が少なくて済み､

機弛 ミあるという利点がある｡また､唯子の楽器群から

｢単独の楽器を抜き出した演奏会｣という不備は､ワーク

ショップとの有機的に結びつけることで､かなり補うこと

ができ､その上で成果もあげられると考える｡プログラム

は､山本宏子と根岸啓子と藤舎花帆氏との協議のうえ､ワ

ニクショップとの兼ね合いも考慮にいれて作成した プロ

グラムでは以下のように､この/2つの様式を対比させる意

義を説明している｡

｢この演奏会のプログラムは､日本で｢般的におこなわ

れる演奏会のプログラムと多少異なっています去それは､

能楽雅子と歌舞便雅子という2つジャンルによる違いを､

感 じとっていただ くためです｡｣ (M OTO ･

MATSUBARAed.2006:l)

《秋の調べ)は小鼓による伝統的な歌舞餓 子に基づく現

代曲､《下り端》F雅 楽輝子の様式で演奏､傭軒子分は､能

管E棚 子の様式で､小鼓は歌舞伎雅子の様式で演奏､

《掲鼓)古瀬 鮭子の様式で演奏､《昇華)は伝統的ではな

い即興というように､能楽輝子と歌舞伎雅子のどちらの様

式に則って演奏するかをプログラムの中に明記した｡
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プログラム

Ⅰ.Utu'謡

"Tenko"《天鼓》

ⅠⅠ.Kotsuzum'小鼓

KotsuzLtmIIccAo小鼓-調 "Aki-noShirabe"《秋の調べ》

ⅠⅠⅠ.N0--kaD能管 andKotsuzuml'小鼓

"saga血 a"《下端かand"Shishi"《獅子》

Ⅳ.N0--kaD能管

｣放血∽ -管 "Kakko"《帝鼓》

Ⅴ.conaboration:MaL'舞 andNo-･kaD能管

"sh6ka" 《昇華)

Ⅵ.N0--kaD能管

"BeyondMemory" 委嘱作品 《記憶のかなた-)

(伽mposedforthisconcertbyKANEDAYtishi)

ⅥⅠ.MaI'舞

"FujiMusume"《藤娘)

Ⅳ.アメリカにおけるワークショップの実践

演奏会と一緒におこなうワークショップでは､能管と小

鼓を体験してもらう｡しかしながら､参加者全員にいきわ

たるほどの楽器を持参できないし､たとえあったとしても､

能管も小鼓も音を出すのが非常に難しい楽辞なので､リズ

ムや旋律を表現してもらうには､実際の楽器より､日本で

古くから伝わる口唱歌のほうが有効である｡ワークショッ

プは､解説の読み原稿を前もって用意し､口唱歌を用いて､

以下のような手順でおこなった｡

1.ワークショップの目的

まず最初にワークショップの目的についての説明から開

始した｡｢皆様こんにちは｡日本には多くの伝統的楽器があ

ります｡私たちMUSUCA SAKuuの3人は､多くの日本の伝

統的楽器の中から､非常に珍しい2つの楽器を紹介するた

めに､日本からやってきました｡｣

2.ジャンルと楽器の関係についての説明

次にジャンルと楽器の関係について以下のような説明を

する｡｢珍しい楽器というのは､1つはフルート､もう1つ

はドラム~輔 フルート噛把管 (楽器を指し耕 ､ドラム

は小鼓 (楽器を指し示弟 で1°これらの楽静は､能楽と

歌舞伎の両方で使われまうTo能楽と歌舞伎の概説について

は､皆さんに配布した資料をご覧ください｡能楽と歌舞伎

を観劇したことのある人は､たとえ初めて見た外国人であ

っても､そのスタイルがとても異なるのに､すぐ気がつく

でしょう｡舞台の形､衣装､仮面の有無など､違う点はた

くさんあります｡まったく､異なった演劇と思う人もいる

NIEl:.3上S,HIKeiko

TosHAKaho

NJj(iIS三･lH,bilko

TOSHAKaho

NLEiJ_l上Sill工lieiko

NEGISHIKeiko

MATSUMOTOKouhi

NEGISHIKeiko

M TSUMOTOKouhi

でしょうOしかしながら､歌舞伎は先行芸能である能楽か

ら､さまざまな影響を受けています｡演目や音楽や楽掛こ

も影響がみられますっ両者で使う楽器を比較してみましょ

う｡配布資料の表1をごらんください｡表のなかの用語に

ついて､簡単に説明しましょう｡勝子というのは能楽や歌

舞伎の器楽のことです㌔いわゆる伴奏音楽と闇幾能が異な

るので､ここではあえて器楽と呼ぶことにします｡歌舞伎

雅子は､歌舞伎で演奏される音楽のジャンルの 1つでれ

歌舞伎嚇子は､さらに大きく2つに分けることができま一九

1つは出嚇子と呼を繋1.､演奏者が舞台上に座って､観客に

姿を見せて演奏しますも主に舞踊の伴奏をします｡他の1

つは陸妹子と呼石野 し､演奏者は舞台の下手に作られた小部

屋にいます｡彼らは､黒御簾の後ろにいますと観客からは

演奏者は見えませんが､演奏者は黒御簾をとおして演者の

動きを見ながら演奏します｡陰妹子は､バックグラウンド

ミュージックと効果音を演奏しますも能楽静子では､能管､

小鼓､大鼓､太鼓を使いますも歌舞伎味子は､それに中国

大陸の南部から伝来した三味線などを加えました｡効果音

では､木魚 ･アタリガネ ･ドラなど､さらに多くの楽器が

加わります｡｣
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表1 InstrumentsofN6gaku-bayashiandKabuki-bayashi

Flute Drum Strings

篠笛 能 管 小鼓 大鼓 太鼓 三味線

shino-hue n6-kan kotsu2:umi 6tuzumi taiko shamisen

能楽輝子N6gaku-bayashi ○ ○ ○ ○

先にも述べたが､能楽雅子と歌舞伎妹子という異なった様

式で演奏する意味について以下のように説明する｡

｢能雑 子と歌舞伎雅子の演奏家は､伝統的には同じス

テージで一緒に演奏することはありません｡本日のコンサ

ートでは､珍しい試みとして､《下端》傭市子》という伝統

的な演目を､能楽殊子の能管演奏家と歌舞伎雅子の小鼓演

奏家が､一緒に演奏します三二人は､短いリハーサルで調

整するだけで､一緒に演奏することができますも実は､こ

のようなことができるのは､歌舞伎の《下端》欄市子》とい

う曲目は､能楽から取り入れられたものだからで+o今回

のコンサートでは mこ端》は､能管も小鼓も能楽磯子の様

式で演奏をしますも《獅子》は､能管は能楽雅子の様式､小

鼓は歌舞伎嚇子の様式で演奏しますム歌舞伎は能楽をその

まま踏襲したのではなく､独自の発展をしました｡今回の

コンサー■トの ㈲ と柵 では､能楽と歌舞伎の､

それぞれの特徴がお聞きになれると思います｡｣

3.オノマトピアと口唱歌についての説明

伝統的な日本の楽器は､楽器ごとに特有の口唱歌を使っ

て伝承されてきた｡口唱歌は単に ｢唱歌 (しょうか)｣とも

いう｡ワークショップでは､西洋音楽のソルミゼ-ション

と似て非なる ｢口唱歌｣というものについて説明すること

から始める｡大学の学生や研究者相手のワークショップの

場合､口唱歌とは ｢オノマトペ｣であるという解説で事足

りるが､｢般市民むけのワークショップでは､オノマトペ

自体が何のことだか分からない人もいる｡そこで､オノマ

トペとは何かということを卑近な例を挙げて理解してもら

う｡

｢ところで､日本の伝統音楽は不恩義な楽譜を持ってい

ますも楽譜を紹介するまえに､1つ皆様に､クイズがあり

ますも『コケコッコ-』(大きな声で､雄鶏のように鳴いて

みせる｡)『これは､何のことかわかりますか?』(参加者の

何人かに､答えを促+o)『これは雄鳥の鳴き声でう二』これ

は､オノマトペア(onotnatopoeia)という表現方法で+o雄

鶏の鳴き声を､英語ではクックドウー ドウル ドゥー

(cock-a-doodle-d∞)､フランス語ではココリコ

(cocoriquo)と表現します去これは､雄鶏がそれぞれの国

の言葉でq軌､ていることを意味するのではなく､私たちが

それぞれの言語体系のなかで聞き取るために､このような

違いが起こるのでれ 日本では､楽静の音を表すのに､こ

のオノマトペのシステムを使いますo楽器の旋律やリズム

をオノマトペで唱えることを､口唱歌といいますム日本人

とみなさんアメリカ人では､聞き取り方が異なると思いま

すこですか ら､笛のオノマトペを聞いたら､驚くかもしれ

ませju.日本では､口唱歌は､単にそのように聞き倣した

というだけではなく､『音と楽譜との制札】として､記憶を

助ける重要な機能を果たしてきました｡そして､それを書

き取ったものを､楽譜として使ってきました｡｣

4.口唱歌による学習の実践

｢今日は､小鼓と能管の口唱歌を､皆さんで､やってみ

ましょう｣で開始し､まずt剥､鼓の口唱歌の練習をおこな

った｡今回のアメリカツアーでは､根岸の能管のワークシ

ョップだけでなく､邦耕 子の小鼓演奏家醇舎花帆氏に参

加してもらい､小鼓のワークショップもおこなった 藤舎

花帆氏から､前述の望月太津友氏とは違った晩点での意見

を聞くことができ､演奏家によって解説の仕方や重要と考

える事項が異なるということが分かったことも､今後のカ

リキュラム構築にとって有益であった｡なお､本論文蛾能

管のワークショップを対象としている｡そのため､小鼓の

ワークショップについては､いずれ項をあらためて考察を

おこなう予定であるのでここでは触れないが､望月太津友

氏との､岡山大学における小鼓の実技学習カリキュラムの

作成プロジェクトは､現在も進行中であることを付け加え

ておく｡

｢さて､能管はとても変わった音が出ます去これは､構

造を関係があります｡管のなかに､もうひとつ候とよばれ

る管をいれますも能管の作成方法についてはプログラムを

ご覧ください｡｣

喉と呼ばれる構造が､能管と他の日本の笛とのもっとも
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大きな違いであろう｡喉は ｢ひしぎ｣と呼ばれる鋭い高音

を出易くする機能を持っている｡雅楽の竜笛と比較しなが

ら､能管を注意深く観察すると､喉が入っている分､確か

に内径が小さくなっていることが分かる｡しかし､ワーク

ショップでは､大勢の参加者に､それを確認させている時

間を取れないこともある｡そこで､能管の製作過程をプロ

グラムに掲載し､それを読むことを促した｡ワークショッ

プの時間枠の中で説明し切れないことを､プログラムに情

報として掲載し､ワークショップを補完したのである｡イ

ンタビューに応じていただいた林豊寿氏は根岸の能管の製

作者でもある｡その技量が認められ､1978年5月9日に能

管製作修理で､選定齢存技術 (個人､無形文化財､芸能)

の保持者に認定されている｡

V.能美の笛のワークショップのための基本情報

ワークショップをした後に､｢笛の楽譜はあるのです

か?｣｢どのような楽譜ですか?｣とよく質問される｡ワー

クショップで､唱歌をうたったり､披露する曲の紹介をす

る際､専門用語がきわめて多く分かりづらいと指摘される｡

また､能楽のシテ方の流儀や狂言方の流儀･役者のことは

結構知られているが､笛方となると知られていないのが現

状である｡

そこで､先ず基本障報としての能楽笛方の流儀と教本に

ついて簡単に紹介する｡紹介しておけば､取り上げる曲の

位置が全体のどこに位置しているのか､おのずと見えてく

る｡

1.笛方の流儀について

現在､能楽の笛を担当する流儀として､｢-噌流 (いっそ

うりゆう)｣･｢森田流 (もりたりゆう)｣･｢藤田流 (ふじたりゆ

う)｣の三流がある｡-噌流の現宗家は第14世-噌庸二｡

東京で活躍している能楽師が多く､福岡にも地盤がある｡

森田流の宗家は､江戸期にi｢璃継ヒ流の座付きであったもの

の明治以降絶え､覇在は宗家不屯 シテ方観世流宗家預り

となっているが､笛方三流の中では森田流が一番多O.各

家々でそれぞれの技法が守られている｡藤田流の現宗家は

第11世藤田六郎兵衛｡名古屋中心に活躍している｡

2.笛の教本について

三流の唱歌･指使いなどを､詳細に検討すると､流儀の

特徴を示す範囲の相違が見られるが､旋律の流れあるいは

基本の構造には大差はないo紙面の限りもあるので-噌流

の教本のみ取り上げ紹介することにする｡

｢伝統芸能には一定の教本などなく､師から直接の口伝

で学ぶのではないか｣との先入観があるが､-噌流では､

主に下記の 〔1〕〔2〕を教本として用いている｡

〔1〕『1-叫曽流唱歌集 (いっそうりゆうしょうがしゆう)』-堰

又六郎 (12世宗家)艶 一口鰯英二 (13世)校閲Q

江島伊兵衛編｡上･下2巻o昭和 11年初版､わん

や書店刊｡

〔2〕『一口断簡寺附集 (いっそうりゆうゆびつげしゆう)』衷川

壮吉校閲 ･編著｡昭和15年初版｡わんや書店刊｡

〔3〕『-噌流笛頭附 (いっそうりゆうふえかしらづけ)』衷川
壮吉編｡昭和15年初晩 昭和19年醜 -樹会刊｡

〔1〕〔2〕は能楽書を扱う専門の書店で購入できるが､

〔3〕は非売品として刊行されたものだけに入手が困難で

ある｡次に､各本の内容を簡単に記す｡

〔1〕『-噌流唱歌集』(上 ･下2巻)
上巻 ｢中之舞 (ちゆうのまい)･男舞 (おとこまい)･神舞(か

みまい)･盤渉舞 (ぽんしきまい)･舞働 (まいばたら

き)･早苗 (はやふえ)･期 (かけり)･下り端 (さが

りは)･序之舞 (じょのまい)･範鼓 (かっこ)｣の1

0曲｡

下巻 ｢大暦面(おおべし)･黄鐘楽(おうしきがく)･神楽 (か

ぐら)･真之序之舞 (しんのじょのまい)･盤捗楽 (ぽ

んしきがく)･盤渉序之舞 (ぽんしきじょのましり･乱

(みだれ)･獅子 (LL)｣の8曲｡

習得の際には､上巻から順に稽古して下巻-移る｡難

易度も下巻に移るほど高くなっており､いきなり下巻の

最後の曲を習えるということにはならない｡免状制度が

あり､研究する上では構造分析等にこの書を引用できる

が､実技の習得になると師匠の許しが必要となる｡

笛の唱歌が拍子 (リズム)に合う舞の曲であれば､縦書き

の八割 (やっわ)りに記されており､拍子に合わない部分や

はっきりと拍子に規定されない曲は八割りにはされておら

ず､音の長さの長短､切るところなどが目安程度に記号で

記されているのが特徴といえる｡後者のほうが伝統的な記

譜である｡

八割りとは､縦書きの楽譜のことであるが､伝統的とい

うよりは折しい記譜法と言える (筆者の手元にあり確認さ

れる刊行物としては大正8年『四拍子棚 (田崎延次

郎著)がある)｡八本の横線を縦に並べて､第一拍から第八

拍までを記してある拍子割りである｡線と線との間を二分

して謡､笛の唱歌､大小太鼓の手組を書き込んでゆく｡こ

れはあくまでも基本的な法則を書き込んでゆくものであり､

これがすなわち西洋の総譜と同じだと置き換えられるとい

うことではない｡八割りは､能の音楽の組織を視覚的にも

明確に捉えることができるので大変便利な楽譜ともいえる｡

能の音楽は同じパターンや繰り返しが非常に多く､笛の唱

歌の藤倉でも同じ部分や相違する部分が一目瞭然となるの

で､暗譜する上でも非常に役に立つ楽譜といえる｡｢M

USICASAm 20(冶｣でのワークショップ用酉古布資料

- 65 -



U｣本 宏子 ･根岸 啓子

ではアメリカの方に抵抗なく読めるようにと､-噌流の唱

歌を横書きにして､唱歌にローマ字をふりあて､8持分の

数字を記した｡

能楽の舞にも形式があり､舞事の基本構造を示す用語

(例:掛り､初段･ヲロシ､二段･ヲロシ､三段､留)が書かれて

いる｡

呂中干形式 (りょちゆうかんけいしき)の舞 (中之舞･男舞

也)には､シテ方 (寄せ流 ･宝生流)の寸法で稽古できる

ように記されている｡

上･下巻ともに各曲についての簡単な解説があり､各曲

がどの能の演目で嚇されるのか書かれているので参考にな

るo

この本でいう唱歌とは/J､学校唱歌 (しょうか)の意味では

なく､｢しょうが｣と発音し､笛の旋律を声に出して歌うも

のであり､縦書きに記載されている｡

この本では､西洋の楽譜のような音程と速度の指定がな

く､歌い方あるいは巨灘ぎなどの指示も書かれていない｡

あくまでも稽古の基本ラインが示されているだけである｡

〔2〕『-噌流指附集』

目録 舞之部｡

神之序 (しんのじょ)･序之舞 (じょのまい)･中之舞

(ちゅうのまい)･天女之舞 (てんにょのまい)･破之

舞 (はのまい)･男舞 (おとこまい)･安宅之舞 (あた

かのまい)･神舞 (かみまい)･盤渉舞 (ぽんしきまい)

早舞 (はやまい)トモ)･楽 (がく)(黄捗 (おうしき)･

神楽 (かぐら)･蘭鼓 (かっこ)･大磨面 (おおべし)I

早笛 (はやふえ)･下り端 (さがりは)

岡 倉釈 (あしらい)之部

｢能の曾釈25種 ･狂言倉釈13曲｣

附録 調べ

舞は仲之序から葡鼓まで｡あとの3曲は､登場楽となる｡

この書には､重い習い物である ｢乱｣｢当節子｣は省かれてい

る｡この本は､上記の 阿昌歌集』と併用される｡笛の指穴

の開閉を唱歌とともに学ぶためのものであるが､師匠によ

り指附が異なる場合がある｡あくまでも備忘録的な書であ

るが基本は学べる｡『】昌歌集とロが中之舞から始まるので自然､

陀静付』も中之舞からスタートするO書の酉汐dl順ではないQ

〔3〕『-噌流笛頭附』

頭附とはそれぞれ､能一番での笛を吹くべきところに笛

の譜の名称を記したもので､謡の詞章とともに記されてお

り､能二百十四番 ･狂言六十番が収められている｡

上記の三冊が､-噌流笛に関する教本であるO森田流 ･

藤田流も同様に教本を用意している｡

Ⅵ.rMJSICASNqJu2(X描｣演奏会とワークショップの実

際

1.選曲

演奏会用とワークショップ用に､以下の曲目を選曲した｡

演奏会用曲目 -管 《葡鼓》

ワークショップ デモンストレーション用曲

《草笛》一昔と小鼓一

能管 楽器の説明

A.双日吉 (もろひしぎ)

B.｢早舞｣の唱歌 一順

C.｢中之舞｣の唱歌 -順

2.演奏会用 《蘭鼓)の選曲理由

演奏会では､-管用の曲として､偶 鼓》を選ぶ｡-管と

いう演奏スタイルは､笛の曲を一人で演奏することを掛れ

元来､能楽の嚇子は､能楽という楽劇の音楽を担当する

役で､シテやツレ､ワキ方､狂言方という立ち方およびコ

ーラスのような斉唱団である地謡とともに能の一番を作り

上げてゆく役目が大きいO舞台袖の伴奏者というよりは､

役者の｢員として劇に参加する役が任されているので､独

奏曲がほとんどないのである｡独奏曲がない代わりに､一

人で能の中で舞われる曲を演奏する ｢-管｣という演奏ス

タイルが定着したのである｡

《鞠鼓》を取り上げたのは次の理由からである｡

呂中干形式の曲 (中之舞･男舞･神舞･盤捗舞 (早舞)･

序之舞など)は､繰り返しが多い｡

特に舞を舞うシテ方､打楽器を担当する鼓方がいないと､

視覚的にも単調になりやすく､外国の演奏会でF増 解され

にくいのではと判断した｡呂中干物の笛の譜は､(表1)か

らもわかるように同じ譜を繰り返すことが多い｡

打楽器の鼓が入れば､笛が同じことを吹いていても各役

には同じ手を繰り返さないという大原則が働いているので､

変化がつけられる｡今回の公演では､日本の伝統音楽を紹

介するという大きな目標があったので､先ず基本的な形を

提示し､退屈しないような曲を紹介することを念頭に置い

て､この 《蘭鼓》を選んだ｡

鰍 の楽曲形式は､呂中干形式部分が前 (中之舞)･

後 (男舞)にあり､純 ｢鞍鼓｣部分が中間に挿入された格

好になるO調子は呂中干部分では黄鐘調､職 轄持分になる

と盤渉調という高い調子に上がるO破掛り･直りの譜が一

句ずつあり､次に中之舞の呂･呂ノ中･千 ･千ノ中という

四句を｢ 順として二順吹く｡初段という区切りに入ると､

そこから覇鼓専用の静十句を吹く｡二段､三段と繰り返す｡

三段でl濁 鼓の譜が終わった後に直りの譜を入れて､男

舞を観世流では-順吹き､留めの譜で曲を終える｡範鼓の

説明は､プログラムには記したが､純 ｢輯鼓｣の笛の技巧
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的な部分が呂中千の技法とは異なり､旋律のパターンを繰

り返す部分はあったとしても､旋律ラインそのものが､リ

ズムならびに奏法ともに変化に富んでおり､筆者自身も楽

しく吹ける曲の一曲と考えている｡

3.デモンストレーション用 《早笛》の選曲理由

ワークショップでは､デモンストレーションとして 《早

笛)を笛と鼓で演奏した｡《早笛》は能楽には珍しく､鬼な

どの異界のものを誘導する速度の速い登場楽である｡｢速

さ｣を感じさせる登場楽でもあり､笛はヒシギから勢いよ

く始まり､笛奏法の技巧としても面白くメリハリの効いた

曲である｡観客を期待感でわくわくさせる一曲である｡

4.能管紹介

能管は竹製の楽器であるが､細かい複雑な工程を経て､

およそ3年という歳月をかけて丹念に作られていることを

紹介する｡素材の竹は乾燥するとひびが入り割れてしまい

演奏できない状態になる｡そのような長い経験を繰り返し

た結果からだろうか､竹が腐ったり､虫がついたりしない

ように先ず良質な竹を選び､それを染色して､なおかつ藤

で主体となる竹を巻き､黒色漆や赤色漆を幾重にも塗って

何百年も耐えられる楽器にしてゆくことを紹介する｡

竹の強度を保つことと同時に工芸品としての品格も備え

る楽器であることを説明する｡

次に､ワークショップ配布資料に載せたA｢双日吉 (も

ろひしぎ)｣の演奏をする｡この ｢ヒ ヤァ ヒ｣という口

唱歌の双日吉というフレーズは､能一番の開始や終止を知

らせるものである｡昔､野外での芝で能を演じたころ､観

客に称する初めの合図と一番の能が終わって､次の出番を

待つ役者あるいは周辺の人々に ｢この能が済みましたよ｣

との合図も兼ねていたらしも,oやはり野外で演奏される雅

楽での龍笛は､能管の祖形とも言われている横笛であるが､

個々の音そのものは能管よりソフトで柔らかい｡能管は､

龍笛と見た目の形状が似ているので､能管を説明する際に

は並べて比較することが多tlo龍笛でも､ヒシギを鳴らし

てみる｡出ることは出るが､能管ほどの勢いのある明確な

音は出ない｡

アメリカの人にとってはヒシギの音は騒音にとられたよ

うだ｡ワークショップの会場では狭い空間ということもあ

り､みな耳をふさいでいた｡

能管独特のヒシギという高い音はなぜ出るのかを説明す

るO｢喉 (のど)｣と呼ばれる小さい竹筒が歌口と歌口から

一番近い指穴との間に挿入されていることを説明する｡

それから､順次､低い呂の音から高い律の音-と指穴を

開けて一昔ずつ確認する｡

5.能管の ｢唱歌｣紹介

先ず､ワークショップの教材として選ばれる曲は､通常

は入門してはじめに習う ｢中之舞｣である｡前掲書 〔1〕

の 『-噌流唱歌集』上巻の一番目に挙げられていることか

らも初めてお稽古する舞の曲とされている｡今回はワーク

ショップの時間そのものも笛と小鼓合わせて一時間弱と少

ない設定だったので､先ず早舞の初段ヲロシ後の呂中千の

-順からスタートしてみることにした｡実際､早舞の唱歌

はうたいやすく､どこの会場でも難なく参加者はうたうこ

とができた｡時間がある会場では､中之舞の唱歌を引き続

き試みたが､ついていかれない人たちが多数出たことを報

告する｡

当日配布した資料のCの部分が ｢中之舞｣の｢順である

が､なぜ付いていかれないのかを考察すると､中之舞では､

ローマ字として書いた発音 Hya Hyu HiHyoとい

う発音が多く､それと半間 (はんま;いわゆる柏と柏との間)

からスタートしたり､柏を越えて伸ばしたり､付点での細

かく動くリズムが同時進行になることによって､初めての

人に混乱が起きるのではないかと考えた｡

Bの部分である ｢早舞｣では､母音がならび発音もたや

すく､歌にして歌った場合､リズムもほとんど一拍一昔で

あるので覚えやすく､素直に旋律線が浸透していくと思わ

れた｡ ワークショップ後でも､ふっと口ずさめること､そ

れがワークショップの一番の効果ではないかと考えるし､

実際に効果があったと思われた｡

早舞という舞は､高貴な男性 (村上天皇､光源氏､源融

(みなもとのとおる))が､心楽しく舞い遊ぶといった趣の舞

を本領としており､男舞からスタートするが､初段という

区切りの後､早舞固有のヲロシの譜から盤捗調-転調して

Bの旋律となる｡のびやかさや慶推さが｢順の旋律にも現

れているので浸透Lやすいのかもしれない (成仏した女性

の霊もこの舞で舞う)｡歌ではないのだが､旋律を楽しめる

曲でもあるO

Ⅶ.能の r舞事基本構造｣ 一呂中干形式一一について

もう少し認識を確かなものにするために､ここでは ｢舞

事基本構造｣一呂中干形菟一 について説明しておく｡

ワークショップ用翫挿i資料の ｢B.早舞､C.中之舞の

唱歌｣には ｢呂･呂ノ中･千 ･千ノ中｣の名称はつけず､

単なるアルファベットで示してある｡アメリカの人に指示

しやすいようにとの配慮からだけの理由である｡

呂中干形式は､能の舞の中心となる重要な形式であり､

この形式以外の舞の方がむしろ少なLlo前掲書の舞を参考

にしながら舞の曲を分類すると次のようになる｡

①.完全な呂中干形式

旦∠舞 (天女ノ舞は中ノ舞の十形輔 ･破ノ舞･男舞 ･

神舞･墨筆･序ノ舞･真ノ序ノ舞･盤捗序ノ舞･急
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ノ舞

②.一部が呂中干形式

匪司 ･神楽 ･乱

③.非呂中干形式

舞働 ･楽 ･盤渉楽 ･匪 ∃

｢MUSICASAm 2006｣の演奏会の曲は口で囲み､

またはワークショップで紹介した曲にはアンダーライン

を引いたので参考にしてほしい｡下り端 ･早笛は畠常登

場楽として認織されているので舞とは異なる形式になる｡

舞の形式の名称として､重要なものに ｢呂中干形式｣と

いう語が出てくるが､説明する際に単語として分解すると

意味がわかってくる｡ ●

｢呂｣･｢呂ノ中｣･｢干｣･｢干ノ中｣の四つの旋律をひと

まとめにして､｢地 (じ)｣･｢｢順｣･｢-管 (いっかん)｣と称

する｡

｢地｣とは地面の地を示し､何事においても基本である

という意味で使われ､一番多く出てくるという意味でも使

われていると聞く｡次ページの表1からもわかるように､

この地が何回も何回も繰り返し出てくる｡

さて､次になぜ呂･中･干なのか>これは音の高さから

来ている用語で､釦胡乱､音､千は高い音を示し､中は呂

と千の中間という意味であり､きわめて単純であるが､音

楽用語としては暖味な表現となっている｡呂中干形式が笛

の旋律からきている形式ということで､笛方にはよくわか

る形式名称なのである｡また､呂中干形式は､｢中之舞｣の

唱歌が基本となっており､配布資料のCの部分で説明する｡

例えば､e の旋律で説明するならば､｢ヲヒヤラーイ｣が

上旬､｢ホークホウヒ｣が下旬となる｡呂中千の音がどのよ

うに意識されてきたかというと､下旬の特徴に思い当たる｡

｢ホウホウヒ｣が ｢呂｣､｢ヒウヤ｣が ｢干｣､｢イウリ｣で

終わることで ｢中｣とわかる｡また､うたい方であるが､

上旬､下旬は西洋音楽でいうところのフレージングにあた

ると考えればよいと思うが､プリントで横書きした唱歌に

ローマ字を記してみたら､自然と大文字･小文字の区別を

つける結果になった｡それは上旬と下旬の意識があり､息

継ぎを取る部分でもある｡

次に､呂中干形式の舞での ｢三段式｣の構造についてで

あるが､<表2>を参考にして欲しい.何のための区切り

かというと､シテ方が扇を開閉しながら､能舞台を舞う姿

を想像してみて欲しいo昔は､扇の開閉と足拍子がシテ方

から味子方-の合図となり､醇子方はいつもシテ方の合図

を見て奏漬したのである｡その名残が呂中干形式として固

定化されており､同じ地の繰り返しが多いのも､いっでも

シテの合図次第で段落をつけ､区切ることが出来るという

ライブとして生きていた形式であった｡笛方主導の舞もあ

り､この舞の場合は､寸法も固定しているのでシテが嚇子

方に寸法を合わせる形となる｡

以上､ワークショップの成果報告とワークショップでは

説明しきれなかった事項についての説明を補足した｡

Ⅷ.最後に

｢MUSICASAKURA2006｣の演奏会とワークショッ

プで使用する曲目選択のために､山本と根岸は数回に渡る

研究会を持った去結論として､｢伝統的な入門曲が､必ずし

もワークショップの曲としてふさわしいとはいえない｣と

いうことを導きだした｡そこを出発点として､ワークショ

ップのための曲目選定が始まった｡ その作業の過程で､ワ

ークショップの効果を上げるためには､高度な専門知識の

支えが必要であると再確認するに至った｡今後は､本論を

基に､学校教育の現象で利用できるカリキュラムを提示す

ることを試みたい｡

最後に､｢MUSICASAm 20WJの演奏会とワーク

ショップの開催のために､日本とアメリカでご協力を得た

多くの方に､感謝の意を表したい｡
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<表2> 舞の構造と寸法表 三段式の場合 (観世流)

中ノ舞 阜 舞 * #

カカリ 破掛リノ譜 カカリ 破掛リノ譜 カカリ 破掛リノ譜

b 呂ノ中 l(直リ) 男舞 段ノ譜 b 呂ノ中l(直リ)

♭呂 丁 恒男舞 呂ノ中l(直リ) la 呂 l

b呂ノ中t la 男舞 呂 b 呂ノ中 t

巨二二至=コ 恒 男舞 呂ノ中｢ 巨二王 =コl

桓 干ノ中l k 男舞 干 t 恒 干ノ中 l

abd)の ｢地｣を更に2順 わ 男舞 干ノ中 l abcbの ｢地｣を更に1順

h呂 l aゎd)の ｢地｣を更に2順la 男舞 呂 l la 呂 l

初段 初段ノ譜 初段 男舞 初段ノ譜 初段 1鞠鼓 固有の旋律

桓呂ノ中 r(直リ) 恒 男舞 呂ノ中 t(直リ) 2 //

h呂 l la 男舞 呂 l 3 //

師段ヲロシ1旬日t 1男舞ヲロシ1旬日l 4 ′′

師段ヲロシ2旬日1 恒舞ヲロシ1旬日l 5 /∫

桓 呂ノ聖 日 直リ) l早舞ヲロシ2旬日l 6 //

h呂 J 恒舞ヲロシ3旬日l 7 //

桓呂ノ中 t b 早舞 盤渉調 中l(直リ) 8 /∫

k 干 l h 早舞 盤渉調 呂l 9 //

桓 干ノ中 ra～bの ｢地｣を更に1順良呂 一 桓 早舞 盤渉調 中Lk:早舞 盤渉詞 司直 早舞 盤議 中一a～bの ｢地｣を更に1順h早舞 盤渉調 呂l 10 ′/

二段 二段ノ譜 二段 早舞 二段ノ譜 二.段 鞠鼓 固有の旋律

恒 呂ノ中 l(直リ)k 呂 ll二段ヲロシ1旬日l仁段ヲロシ2旬日lb 呂ノ中 日直リ)上記a～bの ｢地｣を4順♭呂 l lb早舞 盤渉調 中l(直リ)l早舞 ヲロシ1句副l早舞 ヲロシ2旬日ll早舞 ヲロシ3旬日ll早舞 ヲロシ4旬日ll早舞 ヲロシ5旬日llb早舞 盤渉調 可(直リ)上記a～bの ｢地｣を4順1a 早舞 盤渉調 呂 l (初段に同じ10句)

三段 三段ノ譜 1 三段 早舞 三段ノ譜 1 三段 範鼓 固有の旋律

三段ノ譜 2 三段ノ譜 2 (上記の10句)の後

桓 呂ノ中 l(直リ) lb早舞 盤渉調 可(直リ) lb男舞 呂ノ中l(直リ)
上記a～bの ｢地｣を2順 上記a～bの ｢地｣ を2順 男舞a～b｢地｣を1順

h呂 1 h早舞 盤渉調 呂l h男舞 呂 l

注1:上記の表では､特に呂中干形式がわかるように呂中千を口で囲み見やすくした｡注2;中ノ舞の調子は､黄鐘調

千 (おうしきちょうし)｡早舞では､初段ヲロシから盤渉調子 (ぽんしきちょうし)-変わる｡西洋音楽の転調とは少し

意味が異なるO注3:表内のabcは､各舞事の基本構造を示しているだけであり､各舞の旋律やリズムは異なっている.
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資料1 ワークショップ用酉己布資料 ｢能管の口唱歌譜｣

A.軸 ひしぎ

ヒ ヤア ヒ

Hiyaa hi

B.軸 血 早舞
1 2

a ヲ

o
ヲ

o
ヲ

0
ヲ

o

5

イ

Ⅰ

一
i
イ

･1

一
i

4

ヤ

ya
リ

･n
ヤ

阿
り

･n

3

ヒ

h

ヒ

h

ヒ

h

ヒ

h

6 7 8

ヤ イ ウ リ

ya 1 u n

ホ ウ ホ ウ ヒ

Hou houhi

ヤ イ ウ リ

ya 1 u

ト ル

也 ru

･n

ラ

m

C.a zL-･n0-m '中ノ舞

1 2 3 4 5 6 7 8

e ヲヒヤ ラ ー イ ホ ウホウヒ

Ohya ra a iilo uhouhi
f ヲヒヤ ヒュ イ ヒヒョ ーイウリ

Ohya hyu iHihyo o iud

g ヲヒヤ ラ ー イ ヒ ウ ヤ

Obya ra a 1 Hiu ya
h ヒウ ル ヒュ イ ヒヒョ -イウリ

Hiu ru hyu i Hihyo o iuri

注1 根岸啓子 能楽嚇子の能管演奏象 能楽嚇子のジャンルで博

士号を取得した第1号であるC

2004 博士 (音楽)､東京芸術大学02000 修士 (音楽)､

東京芸術大学｡
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注2 堀口彩衣子 邦楽難子の小鼓演奏家 ･日本舞踊象 藤舎花帆

は小鼓演奏家としての､松本幸妃は日本舞踊家としての名前｡

邦楽喋子のジャンルで博士号を取得した第1号である0

2005博士 (音楽)､東京芸術大学｡2001 修士 (音楽)､

東京芸術大学
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